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運用に向けた調査、及びOCSテンプレート開発
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研究の目的
 オンプレミスやクラウドなどのコンピュータシステム環境上でオンライン講義演習システムを構

築・運用できる技術の確立。

 情報システム部門が手薄な大学においても希望するコンピュータシステム環境上に講義演習
システムの構築・運用が可能となること。

OCSテンプレート開発の概要
 山口大学講義演習システムの構築・運用手順を調査。特に山口大学の運用環境に依存する

手順を明確化。
 調査結果を元にOCSテンプレートの設計・実装・評価。山口大学の運用環境に依存する部分

は分離出来るように設計・実装。
 山口大学オンプレミス環境で試運用。
 開発したOCSテンプレートをGitHubから公開。利用促進を目的としたセミナー開催（来年度）。

アプローチ
 山口大学の講義演習システム（JupyterHub+nbgrader+独自拡張）

特徴： システム管理者、教員、及び学生が特別な操作や設定を行わなくても、単一の
システムを多数の科目で共同利用でき、同時利用も可能。

課題： クラウドへの対応、山口大学運用環境に依存する部分の分離、構築方法の再現性

 国立情報学研究所が提供している学認クラウドオンデマンド構築サービス（OCS）上で実行可
能なOCSテンプレート化すること（Reproducible Infrastructure ）でオンプレミス and/or クラ
ウドで運用可能に拡張

進捗状況と今後の予定
進捗状況：
 OCSテンプレートは完成し、NII側で動作確認中。今後、山口大学環境で試運用予定。
今後の予定：

 複数のオンライン講義の同時実行とオンライン講義の規模や内容に応じた計算資源割当
機能の追加。

 学生の進捗状況の可視化機能の追加。
 課題の配布・回収・採点機能のアップデート。
 山口大学オンプレミス環境上に運用システムを構築したうえで評価。
 利用頂ける他大学の構築・運用支援。
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